
 

船舶事故等調査報告書 

平成２３年８月２５日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第２４５号 

事故等種類 転覆 

発生日時 平成２２年１１月２３日（火、祝日） ０７時３０分ごろ 

発生場所 千葉県勝浦市勝浦港 勝浦港南防波堤灯台から真方位２００°３０ｍ付近

（概位 北緯３５°０８.６′ 東経１４０°１８.６′） 

事故等調査の経過  平成２２年１２月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

モーターボート イーグル１、不明（長さ２.８４ｍ） 

２４４－１９８２９千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船体に亀裂 

 事故等の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、友人２人を乗せ、勝浦港南防波堤灯台

南方付近を北進中、船首から波が打ち込み、船首が沈み始め、平成２２年

１１月２３日０７時３０分ごろ、左舷側から転覆した。 

船長及び友人２人は、船底につかまって漂流し、南方の消波ブロックに

流されたのち、海上保安庁及び漁船に救助された。 

 気象・海象 気象：天気 小雨、風向 北北西、風力 ４～６ 

海象：潮汐 下げ潮の初期、波高 約３ｍ 

特記事項：本事故発生時、関東海域全域には海上強風警報が発表されてい

た。 

その他の事項  本船は、３分割式のミニボートであり、本事故発生時の乾舷が約３０～

４０㎝であった。 

 船長及び友人２人は、救命胴衣を着用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

不明 

あり 

本船は、勝浦港南防波堤灯台南方付近を北進

中、船首から波が打ち込んだことから、乾舷が減

少するとともに浸水が続いて転覆したものと考え

られる。 

原因 本事故は、本船が、勝浦港南防波堤灯台南方付近を北進中、船首から波

が打ち込んだため、乾舷が減少するとともに浸水が続いて転覆したことに

より発生したものと考えられる。 

 




